
其 の 他 　風テラスあくねの敷地内に消火栓を設置することで、周辺地域の消防力の向上を図るものである。

工 期
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支出科目 　　年度 　　　会計 　款 　項 　目 　節

消火栓設置 N=１基

工 事 名 令和７年度　風テラスあくね消火栓新設工事

阿久根市　塩鶴町　地内
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工 事 雑 費
円　　

事 務 雑 費
円　　

換 地 諸 費 又 は
権 利 交 換 費

円　　

事 務 費
円　　

測 量 及 び 試 験 費
円　　

用 地 及 び 補 償 費
円　　

円）

付 帯 工 事 費
円　　

本 工 事 費
円　　

　内　　訳

（工事価格 消費税相当額円

事 業 費
円　　

工 事 費
円　　

費 用 金　　　　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考



当　　　初 変　　　更

一金 円也 一金 0 円也

令和７年度　風テラスあくね消火栓新設工事



令和７年度　風テラスあくね消火栓新設工事

(内管材費： ) 工種区分： 開削工事及び小口径推進工事
(内工場製作品費： ) 地域区分： 地方部・交通の影響を受けない

(内製品費： ) イメージアップ費： 対象外
(内電気機器費： ) 前払金支出割合： 0%
(内産廃処分費： ) 契約補償の方法： 金銭的保証無

+ ＝ ≦ ……

+( + )+ - ＝

÷( + )＝ 1% ≦ 3% ……
処分費等控除額 ＝

+ - - ＝
共通仮設費率の算定

変数値b
× ＝

×( + )＝ ≒

■質量20t以上の建設機械の貨物自動車等による運搬

(( ×(1+ + )+ × +

× + ))× + + ＝ ≒
■仮設材(鋼矢板,Ｈ形鋼,覆工板,敷鉄板等)の運搬

(( ×(1+ + ))× + ＝ ≒

( + + + )× ＝ ≒
■重建設機械の分解・組立・輸送費

+ ＝ ≒
運搬費(積上)　計 ＝

■伐開,除根等に伴う運搬及び処分費

+ + + + ＝ ≒

+ + + + ＝ ≒
準備費(積上)　計 ＝

■事業損失を未然に防止する為の仮施設費
+ + + + ＝ ≒

■事業損失を未然に防止する為の調査費
+ + + + ＝ ≒

事業損失防止施設費(積上)　計 ＝

■交通誘導員等の交通管理に要する費用

+ + + + + ＝

+ + + + + ＝
■その他安全費

+ + + + ＝ ≒
安全費(積上)　計 ＝

+ + ＝ ≒
役務費(積上)　計 ＝

+ + + ＝ ≒
技術管理費(積上)　計 ＝

+ + ＝ ≒
営繕費(積上)　計 ＝

- + + ＝ ＝

× -0.138 + ＝

× + + ＝ ≒

■共通仮設費　合計

+ + + + +
（環境対策費）

+ + + ≒

+ + + ＝

- - ＝
現場管理費率算定

変数値b
× ＝

×( + )＝ ≒

+ ＝

- - - - ＝
一般管理費率算定

×log( ) + % ＝ %

% × + % ＝ %
( )

× % ＝ ≒
率計算対象額 一般管理費率

算定率 前払金割合補正 契約保証補正 一般管理費率

定数 対象額 定数 算定率
-4.97802

支給品費 無償貸付機械等評価額 率計算対象額
一
般
管
理
費

純工事費 現場管理費 工事原価

工事原価 対象控除額 処分費控除額

補正値
229.8 6,852,444 -0.112

対象額 採用値

変数値A 対象額 現場管理費率

対象純工事費 対象控除額 処分費控除額 率計算対象額
現
場
管
理
費

直接工事費 共通仮設費 支給品費 無償貸付機械等評価額 対象純工事費

役務費
計

率分 運搬費 準備費 事業損失防止施設費 安全費

技術管理費 営繕費 イメージアップ費

率計算対象額(Pi) イメージアップ費率(i) 積上計上分 計上しない
0

率計算対象額(Pi) 市街地補正 イメージアップ費率(i)

0イ
メ
ー

ジ

ア

ッ
プ
費

直接工事費 準備費内処分費 支給品費 無償貸付機械等評価額 率計算対象額(Pi)

営
繕
費

監督員詰所 その他

技
術

管
理
費

品質管理費 出来形管理費 工程管理費 通水試験費

役
務
費

借地料 用水・電力基本料金 電力設備工事負担金

24時間(交代有)
交通誘導員B
昼間(交代無) 昼間(交代有) 夜間(交代無) 夜間(交代有) 24時間(交代無)

安
全
費

交通誘導員A
昼間(交代無) 昼間(交代有) 夜間(交代無) 夜間(交代有) 24時間(交代無) 24時間(交代有)

事
業
損
失

防
止
施
設
費

処分費

準
備
費

運搬費

分解・組立 輸送

基地積込 現場取卸 現場積込 基地取卸 重量(t)

基本運賃(E) 冬季割増(F1) 深夜早朝割増(F2) 運搬質量(G)t その他諸料金(H)

機械の運搬中の賃料(K)

冬季基本運賃(A3)

運
搬
費

基本運賃料金(A1) 特大品割増(C1) 深夜割増(C4) 悪路基本運賃(A2) 悪路割増(C2)

冬季割増(C3) 諸料金(B) 台数(D) その他諸料金(M)

補正値
0 6,337,444 0

対象額 採用値

変数値A 対象額(P) 共通仮設費率

3%以下

共
通
仮
設
費

共
通
仮
設
費

（
率
分

）

直接工事費 事業損失防止施設費 対象控除額 処分費控除額 対象額

処分費等 率計算対象額(P) 準備費内処分費

30,000,000 3千万円以下 共通仮設費率
計算対象額(P)直接工事費 支給品費 無償貸付機械等評価額 事業損失防止施設費 対象控除額

処
分
費
等
の
控
除

直接工事費内処分費 準備費内処分費 処分費等

経　費　計　算　書

直接工事費：



（1）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

１． 消 火 栓 設 置 工 基 1.0 管材費

計 式 1.0 計

内：

産 業 廃 棄 物 処 分 費 式 1.0

単
位

変  更  前 変  更  後

備  　 考



（２）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

直 接 工 事 費 式 1.0 管材費

共 通 仮 設 費 式 1.0

純 工 事 費

現 場 管 理 費 式 1.0

工 事 原 価

一 般 管 理 費 式 1.0

工 事 価 格

消 費 税 相 当 額 式 1.0

工 事 費 式 1.0

備  　 考
単
位

変  更  前 変  更  後



（1）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

１． 消 火 栓 設 置 工 式 1.0 管材費

内：

産 業 廃 棄 物 処 分 費 式 1.0

単
位

変  更  前 変  更  後

備  　 考



（２）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

１． 消 火 栓 設 置

STCPFP　鋳鉄用フランジ式

材料 不 断 水 分 岐 仕 切 弁 φ100×75 基 1.0

ロング型

メ カ フ ラ ン ジ SQVFL　φ75 個 1.0

耐 衝 撃 性 HIVP

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 φ75×4.00ｍ 本 2.0

フ ラ ン ジ 接 手 材 φ75　上水用 枚 1.0

消火栓型

メ カ ベ ン ド SQVBH　φ75 個 1.0

ニューエ－ス内外面粉体

地 下 式 消 火 栓 φ75　リフト式 基 1.0

キャップ式　内面粉体

ボ ー ル 式 補 修 弁 φ75×150 基 1.0

レジコン製　丸型

消 火 栓 室 φ500　Ｈ＝0.8ｍ用 組 1.0

SQVS

VS ジ ョ イ ン ト φ75 個 1.0

300mm巾

埋 設 標 示 シ ー ト シングル ｍ 1.0

レジコン製　ミニネジ式

仕 切 弁 室 H=1.20ｍ用 組 1.0

SQVB1　45°

メ カ ベ ン ド φ75 個 2.0

小　　　　　　　　計 管材費

変  更  後

備  　 考

見積り

見積り

単
位

変  更  前

見積り

建物P690

見積り

見積り

N＝１基

見積り

見積り

見積り

見積り

見積り

見積り



（３）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号 備  　 考

労務 不 断 水 連 絡 工 式 1.0

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ75 口 1.0
ポリエチレンスリーブ

被 覆 工 （ 材 工 共 ） φ100 ｍ 5.0

硬質塩化ビニル管据付 φ75 ｍ 10.0

メ カ ニ カ ル 継 手 工 φ75 口 8.0

地下式消火栓設置工 単口　機械施工 基 1.0

消 火 栓 室 設 置 工 土被り0.8m用 基 1.0

埋 設 シ ー ト 工 W=300mm ｍ 15.0

仕 切 弁 室 設 置 工 H=1.20ｍ用 組 1.0

.0

.0

.0

.0

計

労務代価第686号

変  更  前単
位

労務代価第200号

労務代価第342号

変  更  後

労務代価第310号

労務代価第398号

労務代価第294号

労務代価第145号

労務代価第576号

労務代価第700号

労務代価第342号



（７）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号 備  　 考

土工 市道車道：Ａｓ舗装 土被り：0.80ｍ Ｌ＝
４条切

舗装版切断工 Ａｓ舗装 t=15cm以下 ｍ 14.0
掘削積込含む

舗装版取壊工 Ａｓ舗装 t=5cm ㎡ 2.0

機械掘削工 ＢＨ0.28ｍ3　床均含 ｍ3 2.0
土砂　4ｔ

残土処理工 Ｌ=2.0km以下 〃 2.0
シラス

基礎砂工 機械＋タンパ 〃 0.1
シラス

管保護砂工 機械＋タンパ 〃 1.5
粒調砕石30ｍｍ

路盤工 t=15cm ㎡ 2.0
影響部 掘削積込含む
舗装版取壊工 Ａｓ舗装 t=5cm 〃 1.5

タンパ
不陸整正工 W=1.8m未満，補足材無 〃 1.5
車道 人力施工
Ａｓ舗装本復旧工 密粒Ａｓ舗装 t=5cm 〃 3.5

産業廃棄物処分 Ａｓ塊　　L＝7.7Km ｍ3 0.2

小　　　　　　　　計

管路土工第25号

管路土工第8号

管路土工第90号

単
位

管路土工第21号

管路土工第34号

管路土工第21号

土木単価（Ｒ7.4.1）

変  更  前 変  更  後

管路土工第17号

管路土工第80号

管路土工第25号

処分費　

管路土工第75号



（１）

名　　称 形　状　寸　法 計 単位長 延長(mm) 計 単位長 延長(mm)

消 火 栓 設 置

STCPFP　鋳鉄用フランジ式

不 断 水 分 岐 仕 切 弁 φ100×75 基 1 1.0

ロング型

メ カ フ ラ ン ジ SQVFL　φ75 個 1 1.0

耐 衝 撃 性 HIVP

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 φ75×4.00ｍ 本 2 2.0

フ ラ ン ジ 接 手 材 φ75　上水用 枚 1 1.0

消火栓型

メ カ ベ ン ド SQVBH　φ75 個 1 1.0

ニューエ－ス内外面粉体

地 下 式 消 火 栓 φ75　リフト式 基 1 1.0

キャップ式　内面粉体

ボ ー ル 式 補 修 弁 φ75×150 基 1 1.0

レジコン製　丸型

消 火 栓 室 φ500　Ｈ＝0.8ｍ用 組 1 1.0

SQVS

VS ジ ョ イ ン ト φ75 個 1 1.0

300mm巾

埋 設 標 示 シ ー ト シングル ｍ 15 15.0

レジコン製　ミニネジ式

仕 切 弁 室 H=1.20ｍ用 組 1 1.0 1 1.0

SQVB1　45°

メ カ ベ ン ド φ75 個 2 2.0 2.0

変　　更　　後

N＝１基

数　量　計　算　書（材　料） 消 火 栓 新 設

単
位

変　　更　　前



（２）

名　　称 形　状　寸　法 数量 単位長 延長(mm)

不 断 水 連 絡 工 φ100×φ75 式 1 1.0 ###

フ ラ ン ジ 継 手 工 φ75 口 1 1.0

ポリエチレンスリーブ

被覆工（材工共） φ100 ｍ 5 5.0

硬質塩化ビニル管据付工 φ75 ｍ 10 10.0

メ カ ニ カ ル 継 手 工 φ75 口 8 8.0

地下式消火栓設置工 単口　機械施工 基 1 1.0

消 火 栓 室 設 置 工 土被り0.8m用 基 1 1.0

埋 設 シ ー ト 工 W=300mm ｍ 15 15.0

レジコン製　ミニネジ式

仕 切 弁 室 設 置 工 H=1.20ｍ用 組 1 1.0

0.0

0.0 2 4

0.0

0.0

2.0

変　　更　　後
計　　　　算 数　量計　　　　算

6.0

変　　更　　前

数　量　計　算　書（労　務） 消 火 栓 新 設

単
位



数　量　計　算　書（土　工） （３）

名　　称 形　状　寸　法

市道車道：Ａｓ舗装 土被り：0.80ｍ ｍ

４条切

舗 装 版 切 断 工 Ａｓ舗装 t=15cm以下 ｍ

掘削積込含む

舗 装 版 取 壊 工 Ａｓ舗装 t=5cm ㎡

機 械 掘 削 工 ＢＨ0.28ｍ3　床均含 ｍ3

土砂　4ｔ

残 土 処 理 工 Ｌ=2.0km以下 〃

シラス

基 礎 砂 工 機械＋タンパ 〃

シラス

管 保 護 砂 工 機械＋タンパ 〃

粒調砕石30ｍｍ

路 盤 工 t=15cm ㎡

影響部 掘削積込含む

舗 装 版 取 壊 工 Ａｓ舗装 t=5cm 〃

タンパ

不 陸 整 正 工 W=1.8m未満，補足材無 〃

車道 人力施工

Ａ ｓ 舗 装 本 復 旧 工 密粒Ａｓ舗装 t=5cm 〃

産 業 廃 棄 物 処 分 Ａｓ塊　　L＝7.7Km ｍ3

単
位

消 火 栓 新 設

数　量計　　　　算

変　　更　　後

計　　　　算

V=0.49×3.65=1.78

L=4.00×3.65=14.60

変　　更　　前

2.0

数　量

14.0

2.0

2.0

V=0.49×3.65=1.78

A=0.55×3.65=2.00

0.2

1.5

3.5A=0.95×3.65=3.46

V=0.05×3.65=0.18

V=0.03×3.65=0.10

V=0.40×3.65=1.46

A=0.55×3.65=2.00

A=0.40×3.65=1.46

0.1

1.5

2.0

A=0.40×3.65=1.46

1.5



一 般 共 通 仕 様 書  

 

（ 適 用 範 囲 ）  

第 １ 条  本 仕 様 書 は 、 阿 久 根 市 水 道 課 の 発 注 す る 次 の 工 事 に 適 用

す る 。 な お 、 本 仕 様 書 並 び に 設 計 図 書 に 記 載 の な い 事 項 に つ い

て は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指 示 に よ る 。  

( 1 )  工 事 名  令 和 ７ 年 度  風 テ ラ ス あ く ね 消 火 栓 新 設 工 事  

( 2 )  施 工 場 所  阿 久 根 市  塩 鶴 町  地 内  

 

（ 関 係 法 令 等 の 遵 守 ）  

第 ２ 条  受 注 者 は 、建 設 工 事 請 負 契 約 書 、建 設 業 法 、騒 音 規 正 法 、

労 働 基 準 法 等 そ の 他 の 関 係 法 令 並 び に 関 係 官 公 署 の 許 可 条 件 を

遵 守 し 、 工 事 の 円 滑 な 進 捗 を 図 ら な け れ ば な ら な い 。  

２  工 事 中 、 受 注 者 の 不 注 意 ま た は そ れ に 類 す る 原 因 に よ り 、 作

業 員 が 負 傷 し た 場 合 、 そ の 責 任 は 受 注 者 が 負 う も の と す る 。  

３  本 工 事 は 、 鹿 児 島 県 土 木 工 事 共 通 仕 様 書 に 準 拠 す る も の の ほ

か 、 阿 久 根 市 契 約 規 則 を 遵 守 す る と と も に 、 工 事 の 仕 様 は 本 仕

様 書 に よ る も の と す る 。ま た 、本 仕 様 書 以 外 の 現 場 説 明 事 項 は 、

仕 様 書 の 一 部 と み な す も の と す る 。  

 

（ 適 用 法 令 ）  

第 ３ 条  本 工 事 に 当 た っ て は 、 次 の 法 令 等 を 遵 守 し な け れ ば な ら

な い 。  

( 1 )  水 道 法  

( 2 )  建 設 業 法  

( 3 )  労 働 基 準 法  

( 4 )  労 働 安 全 衛 生 法  

( 5 )  建 築 基 準 法  

( 6 )  廃 棄 物 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律  

( 7 )  電 気 事 業 法  

( 8 )  内 線 規 程 （ 電 気 技 術 基 準 調 査 委 員 会 編 ）  



( 9 )  電 気 規 格 調 査 会 規 格 （ Ｊ Ｅ Ｃ ）  

( 1 0 )  日 本 電 機 工 業 会 標 準 規 格 （ Ｊ Ｅ Ｍ ）  

( 1 1 )  日 本 電 線 工 業 会 標 準 規 格 （ Ｊ Ｃ Ｓ ）  

( 1 2 )  電 気 設 備 に 関 す る 技 術 基 準 を 定 め る 省 令  

( 1 3 )  日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ）  

( 1 4 )  日 本 水 道 協 会 発 行 水 道 工 事 標 準 仕 様 書 （ Ｊ Ｗ Ｗ Ａ ）  

( 1 5 )  鹿 児 島 県 土 木 工 事 施 工 管 理 基 準  

( 1 6 )  上 記 に 記 載 の な い も の は 、 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機

械 設 備 工 事 編 ） 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 庁 営 繕 部 ） 、 公 共 建 築 工

事 標 準 仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） （ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 庁 営

繕 部 ） に よ る 。  

( 1 7 )  そ の 他 関 係 法 令 、 条 例 、 規 格 等  

 

（ 打 ち 合 わ せ ）  

第 ４ 条  本 工 事 等 の 契 約 締 結 後 、 速 や か に 受 注 者 は 、 発 注 者 の 監

督 員 と の 打 ち 合 わ せ 及 び 現 場 調 査 等 を 実 施 し 、 そ の 施 工 内 容 を

熟 知 す る と 共 に 、 疑 義 が あ れ ば こ れ を 正 し 、 受 注 者 は そ の 打 ち

合 わ せ 内 容 に つ い て の 議 事 録 を 作 成 し 、 記 録 等 を 整 備 す る も の

と す る 。  

 

（ 承 諾 図 書 ）  

第 ５ 条  受 注 者 は 、 契 約 締 結 後 、 必 要 に 応 じ て 、 機 器 の 製 作 及 び

工 事 の 施 工 に 必 要 な 図 面 等 を 作 成 し 、 発 注 者 の 監 督 員 の 承 諾 を

受 け 、 そ の 後 に 着 手 す る こ と 。  

 

（ 写 真 管 理 ）  

第 ６ 条  本 工 事 の 写 真 管 理 は 、 鹿 児 島 県 土 木 工 事 施 工 管 理 基 準 に

基 づ き 管 理 す る こ と 。  

 

（ 提 出 書 類 ）  

第 ７ 条  受 注 者 は 、契 約 締 結 後 、次 の 書 類 を 提 出 す る も の と す る 。



な お 、 書 類 の サ イ ズ は Ａ ４ 版 を 基 本 と す る 。  

工 事 着 手 時 に 提 出 す る も の  

( 1 )  工 事 着 手 届  １ 部  

( 2 )  工 程 表  ２ 部  

( 3 )  現 場 代 理 人 等 選 任 通 知 書  １ 部  

( 4 )  工 事 カ ル テ 登 録 内 容 確 認 書  （ 5 0 0万 円 以 上 ）  １ 部  

( 5 )  建 設 業 退 職 金 共 済 掛 金 収 納 書  １ 部  

工 期 内 の 適 時 に 提 出 す る も の  

( 1 )  工 事 打 合 簿  ２ 部  

( 2 )  施 工 計 画 書  ２ 部  

( 3 )  施 工 体 制 台 帳 の 写 し  （ 必 要 な 場 合 ）  ２ 部  

( 4 )  施 工 体 系 図  （ 必 要 な 場 合 ）  ２ 部  

( 5 )  工 事 履 行 状 況 報 告 書 （ 月 末 ）  ２ 部  

( 6 )  安 全 教 育 訓 練 等 報 告 書  ２ 部  

( 7 )  そ の 他 必 要 な 書 類  必 要 部 数  

竣 工 時 に 提 出 す る も の  

( 1 )  工 事 完 成 通 知 書  ２ 部  

( 2 )  完 成 図 書  製 本  １ 部  

上 記 電 子 デ ー タ  ２ 部  

( 3 )  そ の 他 必 要 な 書 類  必 要 部 数  

 

（ 施 工 体 制 台 帳 の 提 出 等 ）  

第 ８ 条  建 設 業 法 第 2 4条 の ７ 第 １ 項 に 規 定 す る 施 工 体 制 台 帳 を 作

成 し な け れ ば な ら な い も の は 、 工 事 に つ い て 作 成 し た 施 工 体 制

台 帳 の 写 し を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 に 規 定 す る も の は 、 阿 久 根 市 水 道 課 か ら 、 工 事 の 施 工 の

技 術 上 の 管 理 を つ か さ ど る も の の 設 置 の 状 況 、 そ の 他 の 工 事 現

場 の 施 工 体 制 が 施 工 体 制 台 帳 の 記 載 内 容 に 合 致 し て い る か ど う

か の 点 検 を 求 め ら れ た と き に は 、こ れ に 応 じ な け れ ば な ら な い 。 

３  第 １ 項 に 規 定 す る も の に つ い て の 建 設 業 法 第 2 4条 の ７ 第 ４ 項

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 見 え や す い 場 所 」 と あ る の



は 、「 工 事 関 係 者 が 見 え や す い 場 所 及 び 公 衆 が 見 え や す い 場 所 」

と す る 。  

 

（ 軽 微 な 変 更 ）  

第 ９ 条  軽 微 な 変 更 に つ い て は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指 示 に よ る も

の と す る 。  

本 仕 様 書 及 び 図 面 に 記 載 し て な い も の で も 、 設 備 の 機 能 、 保

安 及 び 法 規 上 必 要 な も の は す べ て 受 注 者 の 負 担 で 完 備 す る も の

と す る 。  

 

（ 機 器 等 の 保 管 ）  

第 1 0条  工 事 完 了 ま で の 機 器 等 の 保 管 ・ 保 護 は 受 注 者 の 責 任 と す

る 。 な お 、 保 管 場 所 に つ い て は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指 示 に よ る

こ と 。  

 

（ 既 設 工 作 物 の 損 傷 ）  

第 1 1条  工 事 の 施 工 に お い て 、 既 設 の 建 築 物 ・ そ の 他 に 損 傷 を 与

え た 場 合 は 、 受 注 者 の 負 担 に お い て 速 や か に 原 形 に 復 旧 す る こ

と 。  

 

（ 排 出 ガ ス 対 策 型 建 設 機 械 の 使 用 ）  

第 1 2条  本 工 事 に お い て 、 仕 様 書 に 明 示 す る 建 設 機 械 は 、 排 出 ガ

ス 対 策 型 建 設 機 械 指 定 要 領 に 基 づ き 国 土 交 通 省 で 指 定 さ れ た 建

設 機 械 を 使 用 す る も の と す る 。 な お 、 排 出 ガ ス 対 策 型 機 械 に 代

え て 、 国 土 交 通 省 で 認 定 さ れ た 排 出 ガ ス 浄 化 装 置 を 装 着 し た 建

設 機 械 に つ い て も 、排 出 ガ ス 対 策 型 と 同 等 と み な す も の と す る 。

排 出 ガ ス 対 策 型 建 設 機 械 を 使 用 す る 場 合 は 、 施 工 計 画 書 に 記 載

す る も の と す る 。  

 

（ ダ ン プ ト ラ ッ ク 等 に よ る 過 積 載 防 止 に つ い て ）  

第 1 3条  工 事 用 資 材 等 の 積 載 超 過 の な い よ う に す る 。  



２  過 積 載 を 行 っ て い る 資 材 納 入 業 者 か ら 、 資 材 を 購 入 し な い こ

と 。  

３  資 材 に 過 積 載 を 防 止 す る た め 、 資 材 の 購 入 に あ た っ て は 、 資

材 納 入 業 者 の 不 当 に 害 す る こ と が な い よ う に す る こ と 。  

４  さ し 枠 の 装 置 又 は 物 品 積 載 装 置 の 不 当 改 造 を し た ダ ン プ カ ー

が 、 工 事 現 場 を 出 入 り す る こ と が な い よ う に す る 。  

５  「 土 砂 等 を 運 搬 す る 大 型 自 動 車 に よ る 交 通 事 故 の 防 止 等 に 関

す る 特 別 措 置 法 」（ 昭 和 4 2年 法 律 第 1 3 1号 。以 下「 法 」と い う 。）

の 目 的 に 鑑 み 、法 第 1 2条 に 規 定 す る 団 体 等 の 設 立 状 況 を 踏 ま え 、

同 団 体 等 へ の 加 入 者 の 使 用 を 促 進 す る こ と 。  

６  下 請 契 約 の 相 手 方 又 は 資 材 納 入 業 者 を 選 定 す る に あ た っ て は 、

交 通 安 全 に 関 す る 配 慮 に 欠 け る も の 又 は 業 務 に 関 し 、 ダ ン プ ト

ラ ッ ク 等 に よ っ て 悪 質 、 か つ 、 重 大 な 事 故 を 発 生 さ せ た も の を

排 除 す る こ と 。  

 

（ 現 場 の 管 理 ）  

第 1 4条  受 注 者 は 現 地 工 事 開 始 と と も に 現 場 代 理 人 及 び 主 任 技 術

者（ 監 理 技 術 者 が 必 要 な 場 合 は 監 理 技 術 者 ）を 現 地 に 常 駐 さ せ 、

工 事 の 進 捗 と 安 全 管 理 、 火 災 、 盗 難 、 そ の 他 の 事 故 防 止 に 十 分

な 注 意 を 払 い 、 労 働 災 害 の 防 止 に 努 め る も の と す る 。 月 に 延 べ

４ 時 間 以 上 の 安 全 講 習 を 実 施 す る こ と 。 ま た 、 常 に 整 理 ・ 清 掃

を 実 施 し 、 工 事 完 了 に 際 し て は 、 工 事 場 所 の 清 掃 を 実 施 す る も

の と す る 。  

 

（ 衛 生 管 理 ）  

第 1 5条  工 事 箇 所 の 衛 生 管 理 に は 十 分 に 注 意 す る こ と 。 ま た 、 油

脂 や 薬 剤 等 飲 料 水 に 不 適 な も の は 取 扱 に 注 意 す る こ と 。 な お 、

池 内 及 び そ の 上 部 で は 油 脂 類 は 使 用 し な い こ と 。 周 囲 で 使 用 す

る 場 合 は 内 部 に 流 入 し な い よ う に 十 分 注 意 す る こ と 。  

２  作 業 従 事 者 は 、水 道 法 第 2 1条 に よ る 健 康 診 断（ 検 便 ）を 受 け 、

そ の 診 断 結 果 に 異 常 が な い も の と す る 。  



 

（ 試 験 及 び 検 査 ）  

第 1 6条  工 場 検 査 の 試 験 事 項 は 、 立 会 日 の 1 0日 以 前 に 書 類 に よ り

提 出 す る こ と 。 ま た 、 公 的 機 関 や こ れ に 準 ず る 機 関 の 証 明 書 等

に よ っ て 成 績 が 確 認 で き る 場 合 は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指 示 に よ

り 省 略 す る こ と が で き る 。  

２  工 場 検 査 の 結 果 は 、 写 真 等 を 添 付 し 、 迅 速 に 書 類 に て 発 注 者

の 監 督 員 に 報 告 す る こ と 。  

３  試 験 検 査 に 必 要 な 計 器 等 は 、 受 注 者 で 準 備 す る も の と す る 。  

 

（ 電 子 納 品 ）  

第 1 7条  本 工 事 は 、電 子 納 品 対 象 工 事 と す る 。電 子 納 品 と は 、「 調

査 、 設 計 、 工 事 な ど の 各 業 務 段 階 の 最 終 成 果 を 電 子 成 果 品 と し

て 納 品 す る こ と 」 を い う 。 こ こ で い う 電 子 成 果 品 と は 、 「 阿 久

根 市 電 子 納 品 ガ イ ド ラ イ ン （ 令 和 ４ 年 １ 月 ） ： （ 以 下 「 ガ イ ド

ラ イ ン 」 と い う 。 ） 」 に 定 め る 基 準 に 基 づ い て 作 成 し た 電 子 デ

ー タ を 指 す 。  

 

 【 阿 久 根 市 ウ ェ ブ サ イ ト 】  

ホ ー ム ＞ 市 政 情 報 ＞ 施 策 ・ 計 画 ＞ 土 木 ・ 建 築 ・ 交 通 ＞ 電 子 納 品  

 

２  ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い て 作 成 し た 電 子 成 果 品 は 電 子 媒 体 で 正

本 １ 部 、 副 本 １ 部 の 計 ２ 部 提 出 す る 。 電 子 納 品 レ ベ ル 及 び 成 果

品 の 電 子 化 の 範 囲 に つ い て は 、 事 前 協 議 を 行 い 決 定 す る も の と

す る 。  

３  電 子 成 果 品 を 提 出 す る 際 は 、 阿 久 根 市 の 公 開 す る 電 子 納 品 チ

ェ ッ ク ソ フ ト（ 鹿 児 島 県 専 用  電 子 納 品 チ ェ ッ ク ソ フ ト ）に よ る

チ ェ ッ ク を 行 い 、 エ ラ ー が 無 い こ と を 確 認 し た 後 、 ウ ィ ル ス 対

策 を 実 施 し た 上 で 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ そ の 他 ）  



第 1 8条  完 成 施 設 等 の 使 用 に 先 立 ち 、 各 機 器 の 操 作 技 術 に つ い て

講 習 会 を 行 う な ど し て 、そ の 操 作 方 法 を 発 注 者（ 管 理 人 を 含 む ）

へ 技 術 指 導 を 行 う こ と 。  

２  保 証 期 間 は 、 完 成 検 査 合 格 後 （ 引 き 渡 し の 日 よ り ） １ 年 間 と

し 、そ の 間 に 受 注 者 の 責 任 に 帰 す る 不 良 個 所 が 発 生 し た 場 合 は 、

早 急 に 無 償 で 手 直 し し 、 ま た は 、 必 要 に 応 じ て 新 品 に 取 替 え る

も の と す る 。  

保 証 書 は 、 完 成 図 書 に 綴 じ 込 む も の と す る 。  

 



特 記 仕 様 書  

（ 管 工 事 ）  

 

第 １ 条  送 ・ 配 水 管 は 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 管 と し 、 そ

れ ぞ れ 日 本 工 業 規 格 （ 以 下 「 J I S 」 と い う 。 ) 及 び 日

本 水 道 協 会 規 格 （ 以 下 「 J W W A 」 と い う 。 ） に 合 格

し た も の で 、 か つ 、 材 料 使 用 承 認 願 い を 提 出 し 、 監

督 員 の 承 認 を う け な け れ ば な ら な い 。 な お 、 水 圧

も 考 慮 し た も の と す る 。  

 

第 ２ 条  硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル 管 ( ゴ ム 輪 型 ロ ン グ 受 口

直 管 ) は J W W A  K － 1 2 7 の 規 格 と し 異 形 管 は J W W A  K － 1 2 8

と し 何 れ も 静 水 頭 7 5 m の 規 格 に 合 格 し た も の で 、 監

督 員 が こ れ と 同 等 以 上 と 認 め た 製 作 所 の 製 品 と す

る 。  

 

第 ３ 条  水 道 用 仕 切 弁 は J I S  B  2 0 6 2  の 規 格 及 び 日 水

協 検 査 に 合 格 し た も の で 、 監 督 員 が こ れ と 同 等 以

上 と 認 め た 製 作 所 の 製 品 と し 、 小 口 径 ス リ ー ス 弁

に つ い て は 、 原 則 と し て J I S  1 0  k g / c m 2 の 規 格 に 合

格 し 、 監 督 員 の 承 認 を 得 た 製 品 と す る 。  

 

第 ４ 条  水 道 用 空 気 弁 は J I S  B  2 0 6 3 の 規 格 及 び 水 協 検

査 に 合 格 し た も の で 、 監 督 員 が こ れ と 同 等 以 上 と

認 め た 製 作 所 の 製 品 と す る 。  

 

第 ５ 条  仕 切 弁 用 鉄 蓋 、 空 気 弁 用 鉄 蓋 は ダ ク タ イ ル

製 の 強 固 な も の と し 、 監 督 員 が こ れ と 同 等 以 上 と

認 め た 製 作 所 の 製 品 と す る 。  

 

第 ６ 条  受 注 者 は 工 事 着 手 に 先 立 ち 監 督 員 の 承 認 を

受 け 、工 事 に 必 要 な 営 繕 施 設（ 現 場 事 務 所 、倉 庫 、材

料 置 場 等 ） を 準 備 す る こ と 。 な お 、 こ れ ら に 必 要



な 手 続 き 等 は 受 注 者 に お い て 行 い 、 こ れ ら に 要 す

る 一 切 の 費 用 は す べ て 受 注 者 の 負 担 と す る 。  

 

第 ７ 条  受 注 者 は 、 工 事 中 、 他 に 危 害 を 及 ぼ さ な い

よ う 充 分 注 意 し て 施 工 し 、 危 害 防 止 の た め 必 要 な

る 措 置 を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。 事 故 が 発 生 し

た 場 合 、 臨 機 適 当 な 処 置 を 施 し 、 速 や か に 監 督 員

に 報 告 し 、 必 要 な 指 示 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

こ れ に 要 す る 費 用 は す べ て 受 注 者 の 負 担 と す る 。  

 

第 ８ 条  掘 削 は 施 工 箇 所 、 施 工 方 法 等 、 監 督 員 の 承

認 を 求 め る と 共 に 関 係 機 関 へ の 申 請 、 認 可 手 続 完

了 の 上 、 土 留 、 排 水 、 覆 土 、 そ の 他 必 要 な 諸 般 の

準 備 に 備 え 、 掘 削 場 所 は 常 に 整 理 し 、 即 日 埋 戻 の

完 了 が 出 来 な い 箇 所 は 適 当 な 防 護 工 を 施 し 安 全 の

確 保 に 努 め 必 要 に 応 じ 板 張 覆 土 工 等 を 施 工 す る も

の と す る 。  

 

第 ９ 条  受 注 者 は 、 工 事 施 工 上 必 要 な 測 量 等 を 行 い

監 督 員 の 承 認 を 受 け る も の と す る 。  

 

第 1 1 条  掘 削 に 当 た っ て は 、 不 陸 の な い よ う 留 意

し 、 特 に 底 面 は 軽 石 、 小 石 等 除 去 し 、 管 が 全 長 に

わ た っ て 均 等 に 着 座 す る よ う 入 念 に 仕 上 げ な け れ

ば な ら な い 。  

 

第 1 2 条  湧 水 箇 所 又 は 連 絡 箇 所 等 に は 充 分 な る 水 替

施 設 を 設 け 、 管 布 設 に 当 っ て 掘 削 坑 内 に 滞 留 さ せ

な い よ う 注 意 し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 1 3 条  管 路 の 埋 戻 し に 当 っ て は 、 管 底 、 管 側 面 、 管

上 等 に 小 石 、 空 隙 、 突 起 の な い こ と を 確 認 の 上 、 管

の 両 端 を 突 棒 等 に よ く 突 き こ み 、 管 の 上 部 は 厚 さ



2 0 c m 毎 に 突 き 固 め つ つ 埋 戻 し 、 路 面 は ラ ン マ ー そ

の 他 転 圧 機 に よ り 充 分 な 締 め 固 め を 行 う も の と す

る 。 な お 、 埋 戻 後 で あ っ て も 工 事 完 了 ま で は 埋 設

路 線 を 巡 回 し 、 不 直 し を し な け れ ば な ら な い 。  

 

第 1 4 条  管 路 の 路 面 復 旧 に 当 た っ て は 、 特 別 に 指

示 、 協 定 等 無 き 箇 所 に つ い て は 、 原 形 復 旧 を 原 則

と し て 表 面 仕 上 げ 上 を な す も の と し 、 そ の 他 に つ

い て は 、 各 管 理 者 と の 協 定 事 項 又 は 許 可 条 件 を 厳

守 し 、 復 旧 に 当 た ら ね ば な ら な い 。 な お 、 復 旧 後

相 当 期 間 経 過 し た 場 合 で あ っ て も 、 管 布 設 、 埋 戻

工 法 等 が 原 因 で 甚 し く 沈 下 し 、 交 通 上 障 害 が あ る

と 認 め た 時 は 、 受 注 者 は 監 督 員 の 指 示 に 従 い こ れ

を 補 修 す る も の と し 、 そ の 費 用 は 全 て 受 注 者 の 負

担 と す る 。  

 

第 1 5 条  鋼 管 の 捻 子 継 手 は 、男 捻 子 先 端 に 適 当 な シ ー

ル を 巻 く 等 接 続 の 安 全 を 期 す も の と す る 。な お 、露

出 部 は ス チ ロ ー ル 、 保 護 テ ー プ は 鉄 板 巻 枝 巻 等 に

て 防 護 を な す も の と す る 。  

 

第 1 6 条  フ ラ ン ジ 接 手 部 は 接 合 面 を 清 掃 し 、ゴ ム パ ッ

キ ン （ ｔ ＝ 3  m m ) を 入 念 に あ て 、 所 定 の ボ ル ト に て

堅 く 平 均 に 締 め 付 け 、 こ の 部 分 か ら の 漏 水 等 な き

よ う 充 分 注 意 し て 施 工 を な す も の と す る 。  

 

第 1 7 条  水 道 用 ビ ニ ー ル 管 の 接 続 は 、原 則 と し て 冷 間

接 手 と し 、  特 に 曲 線 部 他 管 と の 取 合 せ 箇

所 、 弁 、 消 火 栓 と の 取 り 付 け 箇 所 充 分 留 意 の 上 必

要 に 応 じ て 防 護 工 等 を 施 し 、 安 全 を 期 さ な け れ ば

な ら な い 。  

 

第 1 8 条  橋 梁 添 架 、伏 越 、そ の 他 工 事 に 必 要 な 詳 細 、現



寸 図 等 は 受 注 者 に お い て 作 成 し 、 本 市 監 督 員 の 承

認 、 関 係 機 関 の 承 認 を 得 た あ と 施 工 す る こ と 。  

 

第 1 9 条  工 事 用 写 真 は 、原 形 、掘 削 状 況 、布 設 状 況 、埋

設 状 況 を 路 線 名 、 測 点 、 撮 影 日 時 等 明 記 し 、 そ の

他 必 要 に 応 じ 指 示 す る 箇 所 を 撮 影 し て 、 各 １ 部 提

出 す る も の と す る 。  

 

第 2 0 条  図 面 と 仕 様 書 と の 相 違 、記 載 記 入 も れ 或 い は

疑 義 の あ る 場 合 は 責 任 施 工 の 立 場 か ら 遅 滞 な く 申

し 出 て 、 受 注 者 、 本 市 監 督 員 と 充 分 協 議 の 上 、 監

督 員 の 指 示 に 従 い 軽 微 な も の に つ い て は 、 受 注 者

の 負 担 に て 異 義 な く 施 工 す る も の と す る 。  

 

第 2 1 条  管 布 設 完 了 後 、受 注 者 は 実 情 に 基 づ い た 完 成

図 （ 縦 断 面 図 、 平 面 図 、 異 型 管 等 配 置 図 ） を 作 成

提 出 す る も の と す る 。 な お 、 完 成 図 の 管 路 位 置 に

つ い て は 、 座 標 で 管 理 に 平 面 図 に 記 入 し て 提 出 す

る 。  

 

第 2 2 条  管 布 設 完 了 後 通 水 又 は 水 圧 試 験 実 施 に 当 た

っ て は 、 監 督 員 及 び 関 係 者 立 ち 会 い の 上 、 異 常 な

き こ と を 確 認 の 上 引 き 渡 し 、 手 続 を 実 施 す る も の

と す る 。 た だ し 、 水 圧 試 験 合 格 後 と い え ど も 材

質 、 施 工 法 等 の 不 良 か ら 全 面 通 水 開 始 時 に 漏 出 等

あ っ た 場 合 は 、 受 注 者 の 負 担 に て 速 や か に 復 旧 す

る も の と す る 。  
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土工事数量計算表（市道部４条切） φ75 (1.0m当り)

As　t= 5cm

As　t=15cm以下

土砂

BH　0.28m

機械 + タンパ

t= 5cm

As

粒調砕石　t=15cm

As　t=15cm以下

As　t= 5cm

As

密粒As　t=5cm

残土処理工

舗装切断工(影響)

市
　
　
道
　
　
部

As本復旧工

産業廃棄物処分

舗装版取壊工(影響)

管保護砂工

路盤工

残土処理工

基礎砂工

舗装版取壊工

機械掘削工

舗装切断工

名　　称

0.489m 0.550×0.889×1.0

(0.550×0.739-π/4×0.089 )×1.0

2条×1.0m

(0.028＋0.020)×1.0
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3

m

m

2

3

m

m
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m
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m

3

3

m

m
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0.550
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計　　算　　式

0.550×1.0

2条×1.0

0.550×0.889×1.0
3

2
m

3

m
3

規　　格 単位

m

0.550
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0.489
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設置予定箇所

＊設置位置については、測量・試掘により既設管の継手位置等を確認し、監督員及び
阿久根消防署と協議の上で決定する。

＊復旧の舗装構成については、既設舗装構成を確認し、監督員と協議の上で決定すること。
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